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＜試験方法等について＞　

（１）一般食品はNaI（ＴＩ）シンチレーションスペクトロメータを使用して、スクリーニング検査を行います。検査の結果、放射性物質が

　　スクリーニングレベル（50Bq/Kg）を超えた場合は、ゲルマニウム（Ｇｅ）半導体検出器を用いて確定検査を行います。また検査数

　　の増加に対応するため一般食品もゲルマニウム（Ｇｅ）半導体検出器を用いての検査を実施していきます。

（２）水、牛乳、飲用茶及び検査数の増加に伴い、一般食品の一部はゲルマニウム（Ｇｅ）半導体検出器による確定検査を行います。 

　　※厚生労働省2012年3/1発信の「食品中の放射性セシウムスクリーニング法の一部改正について」に準じ、また2012年3/15発信

　　　　の「食品中の放射性物質の試験法について」に則して実施しています。

<検査結果の見方>　

（１）「検出せず」とは、測定下限値未満のこと及び検出限界値未満のことです。

（２）測定下限値とは、ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査において測定できる最小の値をいいます。ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査で核種別の測定値は参考値です。

（３）検出限界値とは、Ｇｅ半導体検出器による測定において検出できる最小値をいいます。「検出せず＜１０」とあるのは検出できる最小値が１０ﾍﾞｸﾚﾙということです。

 検査機器 ＮａＩ ＮａＩ（ＴＩ）シンチレーションスペクトロメータ－ベルトールドLB２０４５

Ｇｅ ゲルマニウム半導体検出器セイコーＥＧ＆Ｇ社オルテックＳＥＧ-ＥＭＳ　GEM４０P４-７６

試験日 食品区分 部門 商品名

1 11月2日 一般食品 青果 群馬県 きゅうり　（購入日 10/31） ＮａＩ 検出せず ＜8.65 検出せず ＜6.58 検出せず ＜25

2 11月2日 一般食品 青果 福島県 トマト　（購入日 10/31） ＮａＩ 検出せず ＜6.19 検出せず ＜5.06 検出せず ＜25

3 11月2日 一般食品 青果 埼玉県 ブロッコリー　（購入日 10/31） ＮａＩ 検出せず ＜8.11 検出せず ＜6.81 検出せず ＜25

4 11月2日 一般食品 鮮魚 宮城県 マルダイ長沼商店　めかぶ 35g×3　（期限日 11/6） ＮａＩ 検出せず ＜7.19 検出せず ＜5.50 検出せず ＜25

※検査はサンプリングにより実施しています。従いまして　検査結果は検査した検体に対する結果であって、当社で販売しているすべての商品に
　 対する結果を意味するものではありません。

※「氷」「牛乳」の検査は、ゲルマニウム半導体検出器の定期メンテナンスにより、10月29日から11月12日まで休止させて頂いています。
   11月13日より検査を再開いたします。（11月21日公開分にて検査結果の報告をいたします。）

　　　　　　取扱食品の放射性物質　自主検査結果報告書

No
原料

生産地名
/加工地名

検査
機器

試験結果(単位：ベクレル/Kg)

備考放射性セシウム

セシウム-134 セシウム-137 セシウム合計

○  ＮａＩ使用機器の検査で測定下限値（２５ベクレル）未満である場合は「＜２５」と記載しています。

　　　　　　（単位：ベクレル/kg）

食品区分 基準値

飲料水 10 2
牛乳 50 10

測定下限値

25

食品衛生法規格
検出限界値

一般食品 100


